
� ―アジ研ワールド・トレンドNo.160（2009. 1）

特 集特 集

大
塚
健
司

中
国
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
の
二
〇
年
─
そ
の
原
則
と
関
心
を
め
ぐ
っ
て

●
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
九
日
、中
国
政
府
は「
気

候
変
動
に
対
す
る
政
策
と
行
動
」
白
書
を
発
表
し

た
。
こ
れ
は
前
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
「
気
候
変

動
に
対
す
る
国
家
方
案
」
を
は
じ
め
、
中
国
の
温

暖
化
対
策
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
と
実
績
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
で
温
暖
化
対
策
の
陣
頭
指
揮
に
あ
た
る
解
振

華
国
家
発
展
改
革
委
員
会
副
主
任
（
前
国
家
環
境

保
護
総
局
長
）
は
、
記
者
会
見
で
、
中
国
は
温
暖

化
対
策
を
き
わ
め
て
重
視
し
て
お
り
、
工
業
化
、

都
市
化
が
加
速
的
発
展
段
階
に
あ
り
、経
済
発
展・

貧
困
削
減
と
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
と
い
う
二

重
の
圧
力
の
な
か
に
あ
る
も
の
の
、
気
候
変
動
に

関
す
る
一
連
の
政
策
と
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

地
球
環
境
問
題
と
中
国
と
い
う
テ
ー
マ
で
真
っ

先
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
中
国
の
経
済
発
展
が
地

球
環
境
問
題
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
や
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
経
済
大
国
と
し
て
台
頭
し
つ
つ
あ
る

中
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
ど
の
よ
う
な
責
任

を
負
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
中
国
国
内
に
目
を
転
じ
る
と
、
そ

う
し
た
問
題
設
定
は
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む
政

府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
意
識
と
は
隔
た
り
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
。
か
と
い
っ
て
中
国
社
会
が
温
暖
化

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
地
球
環
境
問
題
に
無
関
心

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
で
は
温
暖

化
問
題
に
対
し
て
一
九
八
〇
年
代
か
ら
国
際
社
会

の
動
向
に
注
視
し
、
独
自
の
原
則
と
立
場
を
打
ち

立
て
国
際
交
渉
に
臨
み
な
が
ら
、
国
内
に
お
け
る

取
り
組
み
を
模
索
し
て
き
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
際
社
会
、

国
家
、
地
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
家
庭
と
様
々
な

レ
ベ
ル
で
の
展
開
が
考
え
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け

先
進
国
主
導
の
枠
組
先
行
に
反
発
す
る
途
上
国
の

関
与
を
考
え
た
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
よ
う
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
加
え
て
、
各
国
の
社
会
経
済
状
況
や

各
種
制
度
に
順
応
的
な
対
策
と
、
そ
れ
へ
の
国
際

社
会
に
よ
る
支
援
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
の
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
際
社
会

に
対
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
義
務
を
は

じ
め
と
し
て
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
②
、
③
、
④
、
⑤
）。
本
小
論
で
は
、

中
国
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
の
新
た
な
動
向
を
ふ

ま
え
、
環
境
政
策
及
び
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
取
り
組
み

を
振
り
返
る
な
か
で
、
中
国
の
温
暖
化
対
策
に
対

す
る
基
本
的
な
立
場
と
関
心
の
所
在
を
改
め
て
検

討
し
た
い
。

●
国
内
環
境
対
策
の
制
度
整
備
期
に
迫

ら
れ
た
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
応

　

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
国
際
社
会
の
関
心
が
高

ま
り
、
対
応
策
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
一
九
八
〇
年
代
で
あ
り
、
一
九
八
八
年
に
は
気

候
変
動
と
そ
の
影
響
及
び
対
応
策
に
関
す
る
科
学

的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
目
的
と
し
て
、
世
界
気
象
機

関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
と
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

に
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
中
国
政
府

は
、
国
家
気
象
局
長
を
正
式
メ
ン
バ
ー
と
し
て
派

遣
し
て
お
り
、
一
九
八
九
年
三
月
に
は
国
の
環
境

政
策
に
関
す
る
部
局
横
断
的
な
審
議
機
構
で
あ
っ

た
国
務
院
環
境
保
護
委
員
会
に
お
い
て
、
国
家
気

象
局
の
副
局
長
が
「
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る

報
告
」
を
行
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
、
五
九
～

六
五
頁
）。
そ
の
な
か
で
、
気
候
変
動
影
響
の
重

大
性
を
指
摘
し
、
ま
た
中
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

大
き
さ
に
起
因
す
る
国
際
社
会
に
よ
る
圧
力
等
を

懸
念
す
る
と
と
も
に
、
中
国
も
国
務
院
が
中
心
と

な
っ
て
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
を
早
急
に
開
始

発展途上国から見た地球環境問題
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す
べ
き
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
翌
年
、
一
九
九
〇

年
一
月
に
は
国
務
院
環
境
保
護
委
員
会
に
気
候
変

動
協
調
小
組
が
設
置
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
中
国
は
ま
だ
国
内
の
環
境
政
策

の
制
度
整
備
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
国

の
環
境
行
政
機
関
が
国
務
院
直
轄
の
機
関
と
な
っ

た
の
は
一
九
八
八
年
、
現
在
に
至
る
ま
で
環
境
政

策
の
基
本
法
と
な
っ
て
い
る
環
境
保
護
法
の
改
正

が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
八
九
年
で
あ
っ
た
。
ま
た

当
時
の
典
型
的
な
環
境
対
策
と
し
て
は
、
大
気
汚

染
の
た
め
に
「
人
工
衛
星
か
ら
見
え
な
い
都
市
」

と
ま
で
言
わ
れ
た
東
北
地
方
の
重
工
業
都
市
、
本

渓
市
に
対
す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
市
の
環

境
対
策
に
国
務
院
が
乗
り
出
し
た
の
も
一
九
八
八

年
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
温
暖
化
対
策
は
、
国
内

で
深
刻
化
す
る
環
境
汚
染
対
策
へ
の
取
組
体
制
の

整
備
を
行
い
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
国
際
的
な
動
向

や
圧
力
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
模
索
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

●
温
暖
化
交
渉
へ
の
対
応

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
国
際
社
会
で
高
ま
っ
た
温

暖
化
問
題
に
対
す
る
関
心
は
、
一
九
九
二
年
に
リ

オ
で
開
か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
気
候
変

動
枠
組
条
約
の
成
立
に
結
実
し
た
。
中
国
政
府
は

温
暖
化
交
渉
を
重
視
し
、
国
務
院
環
境
保
護
委
員

会
、
外
交
部
、
国
家
環
境
保
護
局
、
国
家
気
象
局

な
ど
か
ら
副
総
理
、
局
長
ま
た
は
副
局
長
ク
ラ
ス

を
派
遣
し
て
き
た
。

　

中
国
が
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
環
境
問

題
の
国
際
交
渉
に
臨
む
際
の
原
則
と
立
場
が
確
立

さ
れ
た
の
は
、
温
暖
化
対
策
に
あ
た
る
政
府
機
構

が
設
立
さ
れ
た
同
年
、
一
九
九
〇
年
の
七
月
で
あ

る
。
そ
の
原
則
と
立
場
と
は
、
①
国
連
を
中
心
と

し
た
環
境
保
全
活
動
へ
の
積
極
的
関
与
、
②
「
Ｇ

77
グ
ル
ー
プ
」
な
ど
他
の
途
上
国
と
の
協
調
に
よ

る
「
開
発
権
」
の
擁
護
、
③
地
球
環
境
破
壊
に
対

す
る
先
進
国
の
責
任
を
追
及
し
先
進
国
か
ら
環
境

保
全
に
関
す
る
有
利
な
資
金
・
技
術
援
助
を
引
き

出
す
こ
と
、
な
ど
に
集
約
で
き
る
（
参
考
文
献
⑦
、

四
二
～
五
五
頁
）。

　

一
九
九
一
年
一
月
一
五
日
に
、
国
務
院
環
境
保

護
委
員
会
に
お
い
て
気
候
変
動
に
関
す
る
特
別
会

議
が
開
か
れ
た
（
参
考
文
献
⑥
、
二
四
五
～

二
六
二
頁
）。
こ
の
会
議
で
は
、
前
年
一
〇
～

一
一
月
に
開
か
れ
た
第
二
回
世
界
気
候
会
議
（
団

長
は
同
委
員
会
の
宋
健
主
任
）
の
報
告
や
国
家
気

候
変
動
協
調
小
組
に
よ
る
気
候
変
動
枠
組
条
約
交

渉
へ
の
準
備
状
況
な
ど
、
温
暖
化
交
渉
に
対
す
る

中
国
の
戦
略
が
焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
そ
の

な
か
で
、
温
暖
化
問
題
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

改
革
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
経
済
発

展
に
影
響
が
あ
る
と
の
基
本
的
な
認
識
を
示
し
た

う
え
で
、
先
述
の
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
原
則

と
立
場
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
中
国
が
と
る
べ
き
立

場
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
温
暖
化
交
渉
に
お

い
て
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
構
造
等
の
違
い
か

ら
、
同
じ
先
進
国
の
な
か
で
も
温
度
差
が
あ
る
こ

と
を
冷
静
に
分
析
し
た
う
え
で
、
中
国
は
先
進
国

間
に
み
ら
れ
る
利
害
対
立
を
利
用
し
て
、
ア
メ
リ

カ
、
ソ
連
（
当
時
）、
日
本
等
、
あ
る
側
面
で
は

中
国
と
共
通
認
識
を
有
す
る
国
と
連
携
し
な
が
ら
、

中
国
の
利
益
を
擁
護
し
て
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
一
九
七
八
年
か
ら
九
三
年
ま
で
国
連
環
境

計
画
の
中
国
事
務
所
で
外
交
官
を
務
め
、
そ
の
後
、

国
家
環
境
保
護
総
局
の
国
際
合
作
司
長
と
な
っ
た

王
乃
佳
が
回
顧
録
の
な
か
で
、
京
都
議
定
書
後
の

温
暖
化
交
渉
に
関
連
し
て
、
中
国
は
中
進
国
に
な

る
ま
で
、
自
ら
の
持
続
可
能
な
発
展
戦
略
に
し
た

が
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
率
を
削
減
す
る
努

力
を
行
い
、
そ
の
後
に
は
じ
め
て
排
出
削
減
義
務

を
負
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑧
、

一
七
六
頁
）。

　

こ
れ
ら
の
原
則
と
立
場
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
の
白
書
で
示
さ
れ
た
温
暖
化
対
策
に
対

す
る
中
国
の
「
原
則
」
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

●
温
暖
化
に
よ
る
影
響
へ
の
関
心
と
適

応
策

　

一
九
九
一
年
の
国
務
院
環
境
保
護
委
員
会
に
お

け
る
気
候
変
動
特
別
会
議
に
お
い
て
も
う
ひ
と
つ

の
重
要
な
議
題
が
、
温
暖
化
に
よ
る
国
内
へ
の
影

響
で
あ
っ
た
。
特
別
会
議
で
は
国
家
気
象
局
が
過

去
四
〇
年
に
わ
た
り
全
国
の
気
象
台
で
蓄
積
さ
れ

た
統
計
資
料
を
用
い
て
、
北
方
地
域
に
お
け
る
過

去
一
〇
年
間
の
暖
冬
傾
向
に
関
す
る
研
究
報
告
を

行
っ
た
。
他
の
地
域
と
の
比
較
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
等
、
様
々
な
関
連
要
因
を
含
め
て
慎
重
に
検

証
し
た
結
果
、
自
然
的
要
因
な
の
か
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
増
加
な
ど
に
よ
る
人
為
的
要
因
な
の
か

は
っ
き
り
し
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
も
の
の
、
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暖
冬
に
よ
る
農
業
へ
の
正
負
両
面
の
影
響
に
注
意

を
促
し
て
い
る
。
特
別
会
議
で
講
話
を
行
っ
た
宋

健
主
任
は
、
温
暖
化
交
渉
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
、

国
家
気
象
局
以
外
、
自
ら
独
自
の
科
学
研
究
資
料

が
な
く
、
受
動
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

各
研
究
・
行
政
機
関
に
対
し
て
、
温
暖
化
の
国
内

的
影
響
に
関
す
る
科
学
的
研
究
を
行
う
と
同
時
に
、

専
門
家
に
対
す
る
意
見
聴
取
や
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

を
通
し
た
世
論
喚
起
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
白
書
で
は
、

温
暖
化
に
よ
る
中
国
の
農
牧
業
、
森
林
生
態
系
、

水
資
源
、
海
岸
地
域
な
ど
へ
の
影
響
と
し
て
、
干

ば
つ
と
洪
水
、
高
温
と
冷
害
、
砂
漠
化
、
火
災
、

病
虫
害
発
生
率
の
上
昇
、
氷
河
の
後
退
、
塩
害
、

海
岸
線
の
浸
食
な
ど
各
方
面
に
お
い
て
す
で
に
顕

在
化
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
と
同
時
に
、そ
の「
適

応
策
」
に
つ
い
て
現
行
の
法
制
度
の
枠
組
み
に
照

ら
し
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
温
暖
化
の
影
響

と
適
応
策
に
関
し
て
は
、
国
際
的
に
見
て
も
ま
だ

研
究
途
上
の
領
域
が
多
く
、
中
国
に
お
い
て
も
国

際
共
同
研
究
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

●
温
暖
化
対
策
の
体
制
強
化

　

一
九
九
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
に
お
け
る
温

暖
化
対
策
の
政
府
機
構
は
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
り
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
①
）。

　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
「
白
書
」

に
よ
る
と
、
一
九
九
八
年
に
国
家
気
候
変
動
対
策

協
調
小
組
は
国
務
院
の
下
に
移
さ
れ
（
同
年
の
国

家
環
境
行
政
機
構
の
改
組
に
伴
う
国
務
院
環
境
保

護
委
員
会
の
廃
止
に
よ
る
措
置
の
た
め
と
考
え
ら

れ
る
）、
二
〇
〇
三
年
に
は
同
小
組
は
、
国
家
発

展
改
革
委
員
会
主
任
の
馬
凱
を
組
長
と
す
る
現
在

の
体
制
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
に
、
国

務
院
に
総
理
が
ト
ッ
プ
と
な
る
国
家
気
候
変
動
対

応
領
導
小
組
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
そ
の
翌
年
、

二
〇
〇
八
年
に
は
国
家
発
展
改
革
委
員
会
に
温
暖

化
対
策
を
担
う
常
設
機
構
と
し
て
気
候
変
動
対
応

司
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
温
暖
化
対
策
の
政
府
機
構
に
お
い
て
重

要
な
点
が
、
温
暖
化
対
策
と
同
時
に
、
省
エ
ネ
・

汚
染
削
減
対
策
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
二
〇
〇
七
年
六
月
一
二
日
付
け
の
国
務
院
の

通
知
に
よ
り
、
国
の
気
候
変
動
対
応
と
省
エ
ネ
・

汚
染
削
減
対
策
の
指
導
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、

温
家
宝
総
理
を
組
長
と
す
る
国
家
気
候
変
動
対
応

及
び
省
エ
ネ
汚
染
削
減
工
作
領
導
小
組
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
参
考

文
献
①
）。
そ
の
主
な
任
務
と
し
て
は
、
国
の
気

候
変
動
対
応
に
関
す
る
重
大
戦
略
、
方
針
及
び
対

策
を
制
定
し
、
気
候
変
動
対
応
事
業
を
統
一
し
て

調
整
を
行
い
、
国
際
協
力
及
び
国
際
交
渉
案
に
関

す
る
研
究
審
議
を
行
い
、
気
候
変
動
対
応
事
業
に

関
す
る
重
大
問
題
を
調
整
解
決
す
る
こ
と
、
ま
た

国
務
院
の
省
エ
ネ
・
汚
染
削
減
事
業
の
方
針
と
政

策
を
組
織
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
重
大
政
策

提
案
を
研
究
審
議
し
、
関
連
事
業
に
お
け
る
重
大

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
は
、
温
暖
化
対

策
と
省
エ
ネ
・
汚
染
削
減
対
策
が
、
国
の
最
重
要

政
策
と
し
て
相
互
に
連
動
す
る
か
た
ち
で
取
り
組

む
体
制
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

●
省
エ
ネ・汚
染
削
減
へ
の
取
り
組
み

　

中
国
政
府
が
現
在
掲
げ
て
い
る
温
暖
化
対
策
、

と
り
わ
け
「
緩
和
策
」
の
な
か
で
最
も
具
体
的
な

取
り
組
み
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ

当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
二
〇
〇
五
年
比

で
二
〇
％
前
後
削
減
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
こ
れ
は
温
暖
化
対
策
と
い
う
よ
り
は
、

も
と
も
と
は
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
（
二
〇
〇
六

～
二
〇
一
〇
年
）
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
環
境
保
全

対
策
の
数
値
目
標
と
し
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
中
国
国
内
に
お
け
る
資
源
・
環
境
対
策

の
重
点
は
温
暖
化
対
策
よ
り
も
省
資
源・省
エ
ネ・

汚
染
削
減
の
実
現
に
あ
る
。
確
か
に
温
暖
化
に
よ

る
自
然
、
社
会
、
経
済
各
方
面
へ
の
影
響
が
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
及

び
環
境
破
壊
や
環
境
汚
染
に
よ
る
社
会
経
済
的
影

響
を
い
か
に
軽
減
し
、
か
つ
予
防
す
る
か
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
第
一
〇
次

五
カ
年
計
画
（
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
五
年
）
で
は
、

大
気
と
水
質
の
主
要
な
汚
染
物
質
で
あ
る
二
酸
化

硫
黄
排
出
量
と
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

排
出
量
を
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
〇
％
削

減
す
る
と
い
う
総
量
抑
制
目
標
が
未
達
成
に
終

わ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画

で
は
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
二
〇
〇
五
年
比
で
二
〇
％
前
後
削
減
す
る
こ
と
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に
加
え
て
、
二
酸
化
硫
黄
と
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
排
出
総
量

を
一
〇
％
削
減
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
お
よ
び
汚
染

物
質
削
減
に
関
す
る
数
値
目
標
を
改
め
て
掲
げ
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
「
拘
束
性
指
標
」
と
し
て
、
地
方

幹
部
の
人
事
考
課
の
材
料
と
す
る
な
ど
、
地
方
に

対
す
る
政
治
的
な
圧
力
を
強
め
て
い
る
。
た
と
え

ば
江
蘇
省
で
は
二
〇
〇
六
年
に
、
省
内
の
市
県
レ

ベ
ル
の
政
府
幹
部
の
人
事
考
課
の
規
定
を
変
更
し
、

環
境
保
護
目
標
達
成
状
況
の
比
重
を
大
き
く
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
中
央
の
政
策

動
向
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
各
地
の
実
態
を
報
告

す
る
こ
と
で
環
境
政
策
の
強
化
に
向
け
た
世
論
形

成
を
行
い
、
地
方
政
府
や
企
業
に
対
し
て
社
会
的

な
圧
力
も
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
温
暖
化

緩
和
策
と
し
て
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
は
こ

う
し
た
省
エ
ネ
・
汚
染
削
減
に
対
す
る
利
害
と
一

致
す
る
（
コ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
か
ぎ
り
に
お
い

て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

国
家
発
展
改
革
委
員
会
が
公
表
し
た
二
〇
〇
六

年
、
二
〇
〇
七
年
の
各
省
級
政
府
の
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ

当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
実
績
は
表
１
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
ほ
と
ん
ど
の
地
方

で
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
減

少
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
削
減
率
は
数
パ
ー

セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
二
〇
％
前
後
と
い

う
目
標
達
成
に
は
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

●
人
々
の
認
識
と
行
動

　

一
九
九
四
年
に
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
中
国
科

技
促
進
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
中
国
経
済
体
制

改
革
研
究
会
調
研
室
と
共
同
で
北
京
と
上
海
に
て

実
施
し
た
住
民
の
環
境
意
識
調
査
に
よ
る
と
（
参

考
文
献
⑩
）、地
球
温
暖
化
が「
深
刻
」ま
た
は「
ま

あ
深
刻
」
で
あ
る
と
回
答
し
た
都
市
住

民
の
割
合
は
、
北
京
市
の
調
査
対
象
地

区
で
五
四
～
五
七
％
、
上
海
市
の
調
査

対
象
地
区
で
は
六
五
～
七
二
％
と
当
時

と
し
て
は
予
想
外
に
高
い
結
果
が
得
ら

れ
た
。
そ
の
背
景
要
因
と
し
て
は
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
な
ど
様
々
考
え
ら

れ
る
が
、
い
ま
か
ら
一
四
年
前
に
す
で

に
両
都
市
住
民
は「
地
球
温
暖
化
問
題
」

を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ち
ょ
う
ど
同
年
に
北
京
で
研
究
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
有
志
に
よ
り

中
国
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
草
分
け
で
あ
る

「
自
然
の
友
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

「
北
京
地
球
村
文
化
セ
ン
タ
ー
」

（
一
九
九
六
年
）、「
緑
家
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」（
同
年
）、「
中
国
政
法
大
学
公
害
被

害
者
法
律
援
助
セ
ン
タ
ー
」（
一
九
九
八

年
）
な
ど
、
中
国
に
お
い
て
知
識
人
の

有
志
か
ら
な
る
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
続
々
と

表１　各省級政府の省エネ実績（2007年末）

省・直轄市・
自治区

単位GDP当たりエネルギー
消費量 （標準炭トン／万元）

単位GDP当たりエネルギー消費量削減率
（2005年比 %）

2005年基準 2010年目標 2010年目標 2006年実績 2007年実績
北 京 0.80 0.64 20 5.25 6.04
天 津 1.11 0.89 20 3.98 4.90
河 北 1.96 1.57 20 3.09 4.02
山 西 2.95 2.21 25 1.97 4.52
内モンゴル 2.48 1.86 25 2.50 4.50
遼 寧 1.83 1.46 20 3.20 4.01
吉 林 1.65 1.16 30 3.32 4.41
黒 龍 江 1.46 1.17 20 3.04 4.09
上 海 0.88 0.70 20 3.71 4.66
江 蘇 0.92 0.74 20 3.50 4.28
浙 江 0.90 0.72 20 3.52 4.18
安 徽 1.21 0.97 20 3.44 4.11
福 建 0.94 0.79 16 3.20 3.51
江 西 1.06 0.85 20 3.18 4.01
山 東 1.28 1.00 22 3.46 4.54
河 南 1.38 1.10 20 2.98 4.11
湖 北 1.51 1.21 20 3.21 4.06
湖 南 1.40 1.12 20 3.39 4.43
広 東 0.79 0.66 16 2.93 3.15
広 西 1.22 1.04 15 2.50 3.31
海 南 0.92 0.81 12 1.17 0.80
重 慶 1.42 1.14 20 3.41 4.46
四 川 1.53 1.22 20 2.10 4.44
貴 州 3.25 2.60 20 1.85 3.97
雲 南 1.73 1.44 17 1.52 3.98
チ ベ ッ ト 1.45 1.28 12 － －
陜 西 1.48 1.18 20 3.39 4.54
甘 粛 2.26 1.81 20 2.61 4.09
青 海 3.07 2.55 17 +1.51 2.20
寧 夏 4.14 3.31 20 1.01 3.52
新 疆 2.11 1.69 20 1.06 3.08

（出所）�「国務院関与“十一五”期間各地区単位生産総値能源消耗降低指標計劃的批復」（2006年9月17日）
（中華人民共和国中央人民政府http://www.gov.cn）、国家統計局・国家発展改革委員会・国家エ
ネルギー領導小組弁公室「2006年各省、自治区、直轄市単位GDP能耗等指標公報」2007年7月
12日（参考文献①）、「2008年第55号　国家発展改革委員会公告」（参考文献②）より筆者作成。
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設
立
さ
れ
た
。
中
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
硬
直
的
な
登

録
制
度
や
反
体
制
・
反
政
府
活
動
へ
の
転
化
を
警

戒
す
る
党
・
政
府
に
よ
る
介
入
を
う
ま
く
回
避
し

な
が
ら
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
や
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
通
し
て
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
・
拡

大
し
つ
つ
あ
る
。

　

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
温
暖
化
対
策
関
連
の
典
型

的
な
活
動
と
し
て
容
易
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
個

人
レ
ベ
ル
で
実
施
可
能
な
温
暖
化
対
策
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。
最
近
で
は
北
京
地
球
村
が

二
〇
〇
七
年
に
合
計
五
〇
団
体
を
越
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
共
同
で
行
っ
た
「
省
エ
ネ
二
〇
％
市
民
行
動
」

が
あ
る
（
参
考
文
献
⑪
、
二
七
〇
～
二
七
一
頁
）。

例
え
ば
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
夏
は
二
六
度
、
冬

は
二
〇
度
に
お
さ
え
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高

い
家
電
製
品
を
選
ぶ
、
公
共
交
通
を
活
用
す
る
な

ど
で
あ
る
。

　

ま
た
自
然
の
友
は
二
〇
〇
七
年
に
、
オ
ク
ス

フ
ァ
ム
香
港
、グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、ア
ク
シ
ョ
ン・

エ
イ
ド
、
世
界
自
然
保
護
基
金
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）、
北

京
地
球
村
、
緑
家
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外
の
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
共
同
で
行
っ
た
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
研
究

成
果
を
「
温
暖
化
す
る
中
国―

市
民
社
会
の
思

想
と
行
動
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て

い
る
。
こ
れ
は
中
国
で
初
め
て
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
独
自
の
見
方
や
立
場
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
政
府
の
原
則
と
立

場
と
異
な
る
点
は
、
社
会
的
公
平
性
を
重
視
す
る

立
場
か
ら
、
社
会
的
弱
者
や
気
候
変
動
の
影
響
を

受
け
や
す
い
地
域
の
対
応
能
力
の
向
上
と
条
件
の

整
備
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

●
お
わ
り
に

　

中
国
で
は
二
〇
〇
七
年
以
来
、
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
政
府
機
構
の
体
制
強
化
と
新
た
な
政
策
文

書
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
則
、
立
場
、

及
び
主
な
関
心
は
温
暖
化
対
策
の
草
創
期
に
打
ち

立
て
ら
れ
た
も
の
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
国
内
で
は
適
応
策
や
省
エ
ネ
へ
の
取
り

組
み
、
国
際
的
に
は
（
絶
対
量
で
は
）
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
大
国
と
し
て
の
排
出
削
減
へ
の
取
り
組

み
に
対
す
る
要
求
や
圧
力
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
国
内
外

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
温
暖
化
対
策
に
市
民
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
と
い
う
動
き
が
、
今
後
、
中
国
の
「
市
民

社
会
」
が
、
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
政
府
の
「
原

則
と
立
場
」
を
越
え
た
「
地
球
市
民
」
と
し
て
の

新
た
な
行
動
原
則
を
確
立
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に

つ
な
が
る
の
か
、あ
る
い
は
あ
く
ま
で
政
府
の「
原

則
と
立
場
」
の
枠
組
の
な
か
で
の
「
市
民
の
声
」

に
と
ど
ま
る
の
か
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
お
お
つ
か　

け
ん
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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